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金属有機構造体（Metal organic frameworks: MOFs）は金属イオンと有機分子の自己組織化によっ

て得られる多孔質材料であり、気体分子に対する高い貯蔵能や分離能を持つことから盛んに研究

が行われている。一般にMOFの特性として貯蔵容量や選択性が特に注目されるが、気体分子の吸

/脱着は発/吸熱過程であることから、その熱伝導率（κ）も極めて重要な物性値である。MOFの κ

が低い場合、吸/脱着に伴って局所的な温度上昇/下降が生じ、これは貯蔵容量や吸着/脱離速度の

低下につながる恐れがある。一方、MOF の κ が高い場合は吸/脱着による温度の不均一性が速や

かに解消されるため、圧力に対する高い応答性が期待される。したがって、実用化に際しては様々

なMOFについて κの評価を行い、κ向上に向けた指針を確立することが不可欠である。 

一般にMOFは粉体として得られることから、多くの場合 κはペレット化されたMOFを用いて

測定されてきた[1]。しかし、ペレット化したMOFは多結晶様の構造を持っており、結晶粒のラン

ダムな配向や界面による κの低減が予想される。また、薄膜化したMOF上へ金属細線をパターニ

ングし、3ω法によって κを測定した例[2]もあるが、X線回折（XRD）パターンからは細線のパタ

ーニングによる MOFへのダメージが認められる。このことから、MOF本来の高い秩序構造を反

映するような手法による κの正確な評価が求められている。 

本研究ではこの手法として、予め基板上に金属細線をパターニングし、その上に薄膜試料を載

せることで κの測定を行う「二方向３ω法」を採用した。特に細線幅を 1 ~ 50 µmと変更すること

で、薄膜の異方性を含めた κ の評価を行った。また、MOF としては Tetrakis(4-carboxyphenyl) 

porphyrin (TCPP)と銅イオンからなる Cu-TCPPを用い、測定デバイス上へ配向膜を作成することで

この面外及び面内 κを測定した。 
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